
研修医評価票Ⅰ（案） 

 

「A. 医師としての基本的価値観(プロフェッショナリズム)」 

「B. 1. 医学・医療における倫理性、4. コミュニケーション能力、5. チーム医療の実践」 

に関する観察記録・コメント 

研修医名：             

研修分野・診療科：                 （□基幹型病院 □協力型病院 □その他） 

研修期間：    年   月 ～     年   月 

評価者名：             □医師 □他職種指導者（職種名         ） 

記載日 ：    年   月   日 

 

 

心配 ふつう 安心 
評価 

できない 

印象に残った 

エピソードがあれば 

記載してください 

A-1.社会的使命と公衆衛生への寄与 

医師としての社会的使命を自覚し、説明

責任を果たしつつ、変化する社会と限り

ある資源に配慮した公正な医療の提供と

公衆衛生の向上に努める。 

□ □ □ □ 

 

A-2.利他的な態度 

患者の意向や自己決定権を尊重しつつ、

患者の苦悩・苦痛の軽減と福利の改善を

最優先の務めと考え行動する。 

□ □ □ □ 

 

A-3.人間性の尊重 

個々人の多様な価値観、感情、知識に配

慮し、尊敬の念と思いやりの心を持って、

患者や家族に接する。 

□ □ □ □ 

 

A-4.自らを高める姿勢 

医師としての自らの言動を常に省察し、

資質・能力の向上に努める。 

□ □ □ □ 

 

B-1.医学・医療における倫理性 
診療、研究、教育に関する倫理的な問題

を認識し、適切に行動する。 

（人間の尊厳、患者のプライバシー、倫

理的問題の認識、利益相反、透明性） 

□ □ □ □ 

 

B-4.コミュニケーション能力 

患者の心理・社会的背景を踏まえて、患

者や家族と良好な関係性を築く。 

（身だしなみ、礼儀、態度、分かりやす

い説明、患者の身体・心理・社会的側面

の把握） 

□ □ □ □ 

 

B-5.チーム医療の実践 

医療従事者をはじめ、患者や家族に関わ

る全ての人々の役割を理解し、連携を図

る。 

（チーム構成員の役割理解と情報共有） 

□ □ □ □ 

 

 

資料２ 


